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（平成 29 年 6 月 13 日受付，平成 29 年 12 月 4 日受理）
Eﬀect and Improvements of the “Asobinaosi” Experience for Teachers
TERAMOTO Yukihito *，**
　　I examined the workshop of “Asobinaosi” experience for teachers to get the educational signiﬁcance of artistic play activities 
through experiences. In this pilot study, I considered the results, “upturn in the favorable impression for the arts and crafts 
instruction”, “growing willingness to practice”, and “order and elimination of anxiety and questions”. In this paper, I focused 
on the third workshop which is considered “Asobinaosi” experience and evaluation to reconsider the consciousness change of the 
participants. 
　　As a result, through the “Asobinaosi” experience, participants who wanted to get the practicable evaluation method came to 
discuss the fundamental evaluation. In conclusion, I conﬁrm the validity of this type of workshop to spread out the educational 
signiﬁcance with the artistic play activities.
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師 101 人中 15 名が「造形遊び」という言葉を知らないと
いう結果であった。また，大学時代に「造形遊び」につ





















































































































3-1. 第 1 回「遊びなおし」体験
　 S 市の現状を把握した上で行った第 1 回「遊びなおし」
体験（11）は，平成 26 年 7 月 30 日， S 市立 S 小学校図工室
と中庭で行った。参加者は 20 代から 50 代の小学校教師


































3-2. 第 2 回「遊びなおし」体験
　第 2 回は，平成 27 年 2 月 25 日，S 市にある教育会館 2
階で行った。入手しやすく加工もしやすい「新聞紙」を使っ
































　第 3 回「遊びなおし」体験は，平成 28 年 7 月 28 日に
兵庫県 S 市 I 小学校多目的室で，「紙コップ」という日常
的な素材を使い行った。参加者は 20 代～ 60 代までの小
学校教師 14 名で，「遊びなおし」体験を取り入れた研修
への初参加は 5 名であった。参加者の教職経験も様々で，












































































































































　参加者に観てもらった映像は，平成 28 年 7 月に S 市 I
















































































































































































































































































―  注  ―
 1 　「平成 25 年度兵庫教育大学大学院同窓会研究助成金
制度」を活用して行ったアンケートである。S 市小中学
校教師 333 名（回収 181 名，回収率 54％），市外小中学
校教師 65 名（回収 22 名，回収率 34％）と兵庫教育大
学学生・大学院生 80 名（回収 49 名，回収率 61％）を








図 4   「遊びなおし」体験を取り入れた研修プログラムの
      構造図
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育の実態を客観的に把握する事を目的に取り組んだ。
 2　 寺元幸仁 ,『山間部における図工・美術教育の課題
と解消に向けた取り組み』，美術科教育学会誌（36），
pp.445-459，2015．3 参照。兵庫県内の都市部 K 市と山
間部 S 市の図工・美術教育に関する教師の意識調査や
研修内容の比較を行った。山間部では都市部ほど専科
の配置や研修体制が十分ではないことがわかっている。
また，山間部においては，教師が「図工・美術教育を軽視」
している実態や，「学校行事や展覧会・コンクール優先
のカリキュラム」が組まれているなどの課題も明らか
となった。
 3　「遊びなおし」体験という概念は，教師自身が「遊
ぶ」こと自体を目的とし，子どもたちに指導すること
を目的とした「造形遊び」の方法を勉強するのではない。
主体的に「遊ぶ」中に多様な「学び」が存在し，楽し
みながらその重要性や教育的意義を教師自身が実感す
ることを第一にねらっている。そして第二に，その実
感から「遊び」を捉えなおし，「遊び」を生かした「造
形遊び」についての，教師が持つイメージが変化する
ことをねらっている。第三には，参加した教師が，教
育現場で「遊び」を生かした「造形遊び」を実践する
までを，「遊びなおし」体験のねらいとしている。
 4 　寺元幸仁，「『遊びなおし』体験による教師の『造形
遊び』に対する意識の変化についての研究」（『美術教
育学研究』第 48 号，大学美術教育学会，pp.281-288，
2016）において，「遊びなおし」の成果と課題を示した。 
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